
 

  

 

 

 

 

宿泊学習 「自分に、今、何ができる？」 
６月１２日（月）から１４日（水）までの２泊３日の日程で、５年生が宿泊学習を行いました。この宿泊学習で伸ば

したい力として、「失敗を恐れず、挑戦し続ける粘り強さ」「考えて行動する判断力と行動力」「行動の前に考える力」

「集団の一員としての在り方」と設定し、子どもたちに常に「今、一番大切にすることは？」を考えさせ、様々な体験

活動に臨ませました。一口香作り体験、茂木さるく、ペーロン体験、野外調理、恐竜博物館見学などの日頃は体験でき

ないような貴重な体験を通して、多くのことに気付き、考え、行動することができたようです。また、日吉自然の家で

友達と寝食を共にしたことも、子どもたちにとって、かけがえのない思い出となったようです。 

このように子どもたちが貴重な体験ができたのは、子どもたちの安全を見守ってくださった日吉自然の家の職員の

皆様だけでなく、郷土菓子の一口香作りにご協力いただいた茂木一まる香本家の皆様、茂木さるく、ペーロン体験をご

支援いただいた茂木地区の皆様といった、多くの方々のご尽力があったおかげです。心から感謝申し上げます。 

以下は、引率責任者として参加した山下教頭の所感、及び、５年生の○○○○○さんと○○○○さんの振り返りです。 

 

「心の宿泊学習は終わらない」         教頭 山下 真理 

５年生の引率のため、２泊３日で日吉自然の家へ宿泊体験学習に行きました。 

梅雨の真っ只中に雨の影響も受けず、学校で蔓延し出したインフルエンザの拡大もなく無事に３日間の計画を滞り

なくできたことは、奇跡的なことだと思っています。 

５年生の子どもたちは、これまでの勉強をどのように発揮するのか、担任３人と養護教諭は子どもたちの自主性に任

せることを基本に、見守っていました。子どもたちは、自分で、自分たちで頑張る姿が見られました。ただ、子どもた

ちが緩みがちな気持ちになったとき、担任らがタイミングよく自分（たち）を振り返らせ、自覚をうながしていたこと

を子どもたちがしっかりと受け止めていましたので、３日間ぐんぐん成長する子どもたちを間近で見ることができま

した。 

この３日間、「体験することの大事さ」、「自分のことは自分でするということ」、「グループをよくするために自分は

どのように動けばいいのかを考えるということ」、「話を聴くことの大切さ」、「理解していることと実際にできることの

違い」、「整理整頓の大切さ」、「公共の施設を使うということ」「立つ鳥あとを濁さず」…等々、子どもたちにとってた

くさんの学びがありました。これらをこの３日間で終わらせてはいけません。この３日間で日吉での宿泊学習は終わり

ましたが、たくさんの学んだことをこれで終わらせないよう、子どもたちの心の中の宿泊学習は終わらせてはいけない

と強く思います。 

 

「知識は借りることができるが、体験は借りることができないことを学んだ宿泊学習」   ○○ ○○○ 

 僕は、最初、体験しなくても知識さえあれば何でも分かると思っていたけど、宿泊学習のペーロン体験や一口香作り、

火おこし体験、カレー作りなどを通して、知識だけでは分からないことあるし、体験をしたからこそ、気持ちや知るこ

とができることが分かって、体験することの大切さに気付くことができました。 

 これからも町のお祭りやイベント、体験会などに積極的に参加し、知識だけでなく体験を終えての感想や気持ちなど

を友達に話して、友達と一緒に祭りやイベント、体験会などに参加して、町を盛り上げる一つになればいいなと思いま

した。 

 

「知識は借りることができるが体験は借りることができない」    ○○ ○○ 

 私は、この宿泊学習を通して、「知識は借りることができるが、体験は借りることができない」ということに納得し

ました。なぜなら、ベッドの点検のとき、最初に教えてくださったときは「簡単だな」と思っていたことが、実際にや

ってみると何度も間違ってしまったからです。また、イニシアティブゲームのときも、最初は「すぐにやれそう」と思

ったけれど、意外と難しかったです。 

 私は、「知識は借りることができるが体験は借りることができない」ということには、「想像力」が関係していると思

いました。教えてもらっているときに、それを自分が実際にやっている様子を想像することで、どうしたらいいか分か

ると考えたからです。これらのことを生かして、これから、何をしたらいいかを想像し、迷惑になる行動をなくしてい

きたいです。 
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令和５年度 学校教育目標「 夢や憧れの実現に向け 自ら努力する子どもを育てる 」 

インフルエンザ感染状況については、昨日、全校で１２人となっており、減少傾向ではありますが、各ご家庭に

おかれましては、引き続き、感染拡大防止にご協力いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 



えたからです。これらのことを生かして、これから、次に何をしたらいいかを想像し、迷惑になる行動や 

 

 

５年生宿泊学習 （令和５年６月１２日～１４日）  宿泊施設 日吉自然の家 


